
加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり地域協賛事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

基 本 目 標 ０４にぎわいの中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光を振興する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成１６年度から市の主催事業から協賛事業に変更することにより、自主的に
計画・実施する要素が拡大し、それぞれの地域の独自性を活かした「おまつり
広場」が開催されている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

町内会連合会単位で形成する「おまつり広場実行委員会」（合同開催も可）及
びハモリｉｎｇ＆ゆずっこコンテスト実行委員会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

各実行委員会に補助金として支払い、おまつり広場運営の補助を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

各地域の自主性・独自性を活かしたまつりを開催することにより、地域住民の
連帯と世代間交流を図ることを目的とする。

9,1368,9119,100

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 9,136

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

各地域の自主性・独自性を活かしたまつりを開催することを目的に実施されて
おり、市の関与は妥当であると考えられる。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 9,136

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和元年度（決算見込）

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 令和元年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

加古川まつり事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり地域協賛事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

262,308263,697265,055

成 果 指 標
分 析 結 果

７月２７日に開催予定であった平岡東会場及び八幡会場については、前年に続き荒天により
中止となった。

加古川まつり地域協賛
会場数

会場 161618

活 動 指 標
分 析 結 果

基本的には連合町内会単位で開催されており、妥当なものと考え
られる。

加古川まつり地域協賛
事業参加者数

目 標 値

76,000

目標年度

令和元
年度

53,10058,90060,500

令和元年度平成30年度平成29年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川観光協会運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

基 本 目 標 ０４にぎわいの中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光を振興する

事 業 実 施 期 間 平成17年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 その他

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

加古川観光協会の運営負担金として、加古川市と加古川商工会議所から負担金
を交付している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川観光協会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

観光事業を展開している加古川観光協会に対して負担金を交付する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川の魅力を高め、観光によるまちづくりに貢献し、多くの人々が訪れるに
ぎわいのあるまちを創出することを目的する。

2,5002,5002,500

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 2,500

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

協会が実施する事業については一定の成果を得ており、当事業は妥当なものと
考える。今後も、さらなる観光ＰＲや収益事業の強化が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 2,500

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和元年度（決算見込）

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 令和元年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光行政に要する一般的経費
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川観光協会運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

名

対 象 指 標 名

加古川観光協会 111

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により2、3月の入込客数が減少している。

加古川観光協会 団体 111

活 動 指 標
分 析 結 果

妥当であると考えられる。

観光客入込数（兵庫県
観光客動態調査：観光
客１７地点）

目 標 値

2,307,000

目標年度

令和元
年度

2,204,5072,313,7272,191,570

令和元年度平成30年度平成29年度

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川菊花展等運営補助事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

基 本 目 標 ０４にぎわいの中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光を振興する

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

平成１９年度から加古川菊花展等運営事業補助金として、「加薫会」及び「加
古川ばら会」に補助している。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加薫会及び加古川ばら会

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

菊花展、ばら展をそれぞれ主催している「加薫会」及び「加古川ばら会」に加
古川菊花展等運営補助金を交付している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

ばら及び菊作りを通じて、美しい自然と明るい郷土を創造するとともに、市民
の豊かな心を養うことを目的とするが、同時に市内外から集客を見込める展覧
会としたい。

1,5481,5251,552

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,548

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

菊花展、ばら展の開催については妥当な成果を得ているが、より多くの来場
者、出展者を確保できるようＰＲ方法に工夫が必要である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,548

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和元年度（決算見込）

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 令和元年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光行政に要する一般的経費
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川菊花展等運営補助事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

名

名

対 象 指 標 名

加薫会 111

加古川ばら会 団体 111

成 果 指 標
分 析 結 果

ばら展については、前年度は雨天により来場者数が減少していたが、今年度は目標値を上
回った。菊花展については一定の参加者数を確保しており、妥当なものと考えられる。

加古川菊花展開催数 回 111

加古川ばら展開催数 回 111

活 動 指 標
分 析 結 果

開催数については、花の見頃等が影響するので妥当なものと考え
られる。

菊花展来場者数

目 標 値

2,000

目標年度

令和元
年度

2,0002,0002,000

ばら展来場者数 2,000令和元
年度

2,5171,6701,976

令和元年度平成30年度平成29年度

【対象】

団体

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり開催事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

基 本 目 標 ０４にぎわいの中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光を振興する

事 業 実 施 期 間 昭和47年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

少子高齢化が進み地域の人口が減少する中、地域住民の連帯意識の向上とふる
さと意識の高揚が課題となっている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

毎年８月第１日曜日に花火大会を開催し、前日の土曜日などを中心に各地域で
「おまつり広場」等のイベントを開催している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

市民総ぐるみで夏の風物詩を楽しみ、地域住民の連帯意識の向上とふるさと意
識の高揚を図る。

76,10576,00674,728

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 76,105

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

参加者数から一定の成果を得ていると考えられるが、花火大会については、
年々膨らんでいく安全対策費用をいかに抑えつつ、安全を確保していくかが課
題となっている。加えて花火大会のメインの観覧場所に架かる市道神吉中津線
の架橋工事が開始されるため、警備計画を見直す必要がある。市民にとって夏
の風物詩として定着しているが、事業の抜本的な見直しが必要である。

□維持 □縮小 ■改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 76,105

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和元年度（決算見込）

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 令和元年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

加古川まつり事業

- 731 -



加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川まつり開催事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

名

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

262,308263,697265,055

成 果 指 標
分 析 結 果

花火大会や地域のおまつり広場などの地域協賛事業に、毎年多くの市民が参加している。

加古川まつり行事数 件 192022

活 動 指 標
分 析 結 果

花火大会や地域のおまつり広場などの地域協賛事業はいずれも市
民の夏の風物詩となっている。

加古川まつり参加者数

目 標 値

200,000

目標年度

令和元
年度

150,000155,600151,100

令和元年度平成30年度平成29年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 観光まちづくり推進事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

基 本 目 標 ０４にぎわいの中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光を振興する

事 業 実 施 期 間 平成28年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 055  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

人口減少による交流人口増加の必要から、観光振興に対する期待は高まってい
る。令和２年３月に新たな５ヵ年計画である第２次戦略を策定し、さらなる観
光振興に取り組む。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市民及び市外在住者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

第2次加古川市観光まちづくり戦略に基づき事業を実施する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川市の観光情報を発信し、市民には市の魅力再発見を促し、市外在住者に
は加古川市への来訪意欲を高める。

15,3268,5227,683

国 庫 支 出 金 502

県 支 出 金 4,026

地 方 債

一 般 財 源 10,798

財
　
源
　
内
　
訳

■拡充

加古川市観光まちづくり戦略に記載の事業を順調に実施しているが、個々の事
業においては成果向上の余地が考えられる。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 15,326

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和元年度（決算見込）

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 令和元年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光まちづくり推進事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 観光まちづくり推進事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

名

対 象 指 標 名

加古川市人口（１０／
１付推計人口）

262,308263,797265,055

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により2、3月の入込客数が減少している。

戦略に基づく事業実施
数

件 4104

活 動 指 標
分 析 結 果

観光まちづくり戦略記載の事業を計画どおり実施した。

観光客入込客数

目 標 値

2,307,000

目標年度

令和元
年度

2,204,5072,313,7272,191,570

令和元年度平成30年度平成29年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 まち案内所管理運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

基 本 目 標 ０４にぎわいの中で暮らせるまちをめざして

政 　 　 策 ０３商業・観光を振興する

施 　 　 策 ０２観光を振興する

事 業 実 施 期 間 平成17年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 加古川地区

会  計 01 

款 07 

項 01 

目 03 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

市民ギャラリーの利用について、平成２９年６月にカピル２１ビル３階からＪ
Ｒ加古川駅構内に移転したことにより利用者が増加した。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川駅構内のまち案内所兼市民ギャラリー、利用者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川観光協会へ委託により管理運営を行う。●観光案内業務●ギャラリー利
用者からの利用料収納業務●設備及び備品等の管理

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

展示スペースの維持管理並びに設備面の充実を行うことでサービスの向上を図
り、不具合なく快適に利用してもらい、利用効率性を高める。

1,9261,9502,556

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,926

財
　
源
　
内
　
訳

□拡充

市民ギャラリーについて、移転や利用促進のＰＲ、自主企画展示の実施によ
り、利用が増加した。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,926

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和元年度（決算見込）

平成29年度（決算） 平成30年度（決算） 令和元年度（決算見込）

一般会計

商工費

商工費

観光費

観光行政に要する一般的経費
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加古川市事務事業評価シート〈令和元年度実施事業〉

事 務 事 業 名 まち案内所管理運営事業
部 局 名 産業経済部

課（室）名 観光振興課

件

人

対 象 指 標 名

施設数 111

成 果 指 標
分 析 結 果

案内件数はほぼ前年度と同程度の成果だったが、市民ギャラリー入館者数は新型コロナウイ
ルス感染症拡大による３月の休館の影響もあり、やや減少した。

まち案内所入場者数 人 63,21059,53549,810

ギャラリー展示回数 回 426242

活 動 指 標
分 析 結 果

まち案内所の入場者数は前年度と比較して大幅に増加したが、
ギャラリー展示回数は減少した。

まち案内所におけるま
ち案内件数

目 標 値

7,500

目標年度

令和元
年度

9,2916,7496,642

市民ギャラリー入館者
数

8,500令和元
年度

16,17918,00612,395

令和元年度平成30年度平成29年度

【対象】

施設

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和元年度平成30年度平成29年度単 位
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